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様々な濃度の NaOH 溶液を用いて作製したジオポリマーペーストへの Co, Sr, Cs の分配係数を測定した。ま

た、XRD を用いて生成物も分析し、溶出液の pH との関係を示した。分配係数と pH や XRD スペクトルとの

関連について報告する。 
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ジオポリマーはアルカリ溶液とフライアッシュ、高炉スラグ等を練り混ぜて作製した硬化体で、セメント

に代わる材料として、放射性廃棄物の封じ込めへの利用が期待されている。一般的にジオポリマーには濃度

の高いアルカリ溶液が用いられる。当研究グループでは現場での作業性を考慮し、毒劇物の指定を受けない

1.25 M を下回る濃度の NaOH 溶液を用いた低アルカリジオポリマーの開発を行っている。本発表では、1M

の NaOH 溶液を様々な割合で添加して作製したジオポリマーと 15M の NaOH 溶液を用いて作製したジオポ

リマーの吸着性能について評価することとした。 

フライアッシュ・高炉スラグ混合材（以下、粉体）と 1M NaOH 溶液の割合を変えてジオポリマーを作製し

た。また、粉体に一定量の 15M NaOH 溶液を混ぜ合わせたジオポリマーも作製した。比較のために普通ポ

ルトランドセメント（OPC）と高炉 B 種セメント（BB）を用いたセメントペースト試料も作製した。硬化後

のこれらの試料を 1mm 以下に粉砕し 60Co, 85Sr, 137Cs を含む水溶液と撹拌し、核種の各試料への分配係数を測

定した。また、別途同様に水と撹拌し、溶出液の pH を測定した。試料中の XRD スペクトルの測定も行った。 

図 1 に、各試料における分配係数と溶出液の pH を示す。Co は塩基性環境下で水酸化物を形成するため、

分配係数が大きくなる。Sr と Cs は使用するアルカリ濃度の増大と共に大きくなる傾向がある。1213 の pH

範囲の溶液中では Sr と Cs は共に溶存状態であり、pH は Sr と Cs の分配係数には大きく影響しない。ジオポ

リマーはセメントよりも分配係数が大きいことも確認できた。図 2 に XRD スペクトルを示す。アルカリ濃度

の増大と共にチャバザイトとゼオライト P のピークが大きくなった。チャバザイトとゼオライト P は Sr と

Cs の高い吸着性能が高いため、これらの生成量が Sr と Cs の分配係数に影響している可能性がある 1, 2)。実

際の放射性廃棄物の充填材として利用するときには砂も混ぜられるが、砂は Cs に対して高い吸着性能がある

ので、砂を混ぜることで、Cs に対してはより高い吸着性能を持つジオポリマーになると考えられる 3)。 

 
図 1 各試料への分配係数と pH              図 2 各試料の XRD スペクトル 

（試料名はアルカリ濃度と液体/粉体重量比を示す。） 
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